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昭和48年度大野市予算可決
一般会計22億1， 166万円・特別会計 5億9，316万円

36議案を可決・同意

第138回3月定例市議会は、 3月12日招集され会期を26日までの15日

間と定めました。市長より施政方針演説(内容は市報に掲載済)があ

り、提出議案36件を原案どおり可決同意いたしました。また市民のみ

なさん方から出されました請願・陳情は別掲のとおりきめ、最終日に

は議員提案による「国民生活の安定を期するための意見書」を満場一

致で可決いたしました。また 1月臨時市議会で設置されました決算審

査特別委員会は、委員長報告どおり一部意見を付して、昭和46年度大

野市歳入 ・歳出決算を認めました。その他市政に対する代表・、一般質

問が行なわれました。
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黒谷河内林道開設事業37，990千円

林業構造改善事業 37，972千円

商工費 71，569千円

中小企業融資予託 45，000千円

城まつり委託 1，250千円

土木貴 326，320 下円

市道改良 27，600千円

市道舗装 68，620千円

県工事負担金 10，000 T円

三番線改良工事 35，000千円

亀山公開艶備 9，000千円

神明公園繋備 4，000千円

中野下水路工事 24，000千円

消防費 80，048千円

化学消防車 7，000千円

消防無線整備 1，785千円

教育費 478，074千円

児童用机、いす 4，550千円

下庄小学校プール新設 9，500千円

開成中学校敷地 11，347千円
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議会費 37，313千円

総務費 324，382千円

土地開発公社出資金 10，000千円

庁舎修復工事 10，300 千円

交通安全対策事業 5，389千円

広域事務組合負担金 50，907千円

民生費 420，816千円

老人医療扶助 56，163千円

私立保育所委託 53，786干円

北部保育所建設事業 69，789千円

主活保護扶助費 67，570千円

衛生貸 91，062千円

国民健康保険事業会計繰出金 9，462千円

水源調査委託 6，970千円

労働費 8，020千円

農林業費 269，503千円

富田農免道路舗装 2，673千円

悶士ま，!i刈賄事m肋 23，105下円

農業構造改善事業補助86，314千円

612，715千円

13，000千円

25，000千円

758，000千円

2，000千円

24，815千円

38，667千円

314，503千円

195，473千円

810千円

15.535千円

50，000千円

69，145f-円

92，000 千円

V昭和48年度大野市一般会計予算

予算総額22億1166万円。前年対比でみ

ると 36%の増額となり、施政方針でうた

われている重点項目について予算化きれ

ている。おもなものは、次のとおり

(i:;注 入)

市税

地方議与税

自動車取得税交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及負担金

使用料及手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

諸収入

市債
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陽明中学校建設工事 136，671下円

上庄公民館調理主建設工事 7，500千円

橋本家移転工事 17，700千円

東小学校建設積立金 25，000千円

V昭和48年度大野市国民健康保険事業特

別会計予算

予算総額は 4億4151万円。前年度に比

して 1f意0413万円の増で、そのお もな増

の原因は療養費で9814万円、これにあて

る財源として税収入を、 3720JJ円を見込

み、国庫支出金を療養費から害IJり出した

40%分、 5368万円などである。

V昭和48~手度大野市北部土地区直撃狸事
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理に関する条例 助 100万円、米の生産調裂による転作集

束小学校(fl:i材、)建設およ び敷地取得の 団対策事業補助 138万6干円、道路補修

ため募金を設置し、何年度2500万円以J. に要する砂利代 200万円、県が行なう道

積立を行なうものである。 路事業に対する 負れi金1994万 3千円なと 。

V大野市営住宅管理条例の一部を改正す これに要する財源として、地方交付税

る条例 9249万円県支出金 741万円市償2470万円。

公常住宅法施行令の一部改正に伴い、 V大野地区消防組合議会議員の選挙につ

公営住宅の入国者資格以入恭準を引き あ いて

げを行な うもので、第 l極住宅 5万9千 大野市、和泉村の両市村で大野地区消

円を 7万 7千円に、第 2穐住宅 3万4千 防組合が設置されたので、その議会議員

円を 4万 3千円に改正した。 の選挙が行なわれ、次のかたがたが当選

V大野市国民健康保険税条例の一部を改 されま した。

正する条例 笹 tjy 真 安田武雄

業特別会計 国民健康保険税の現状にかんがふ税負 北山 作有衛門 平 間 J原治

予算総額は l億3840)j向。おもな事業 tll の公平化を図り、負tlJ能力に応じた賦 角 本 守 米村吉: 六

iJ:、固め補助をうけて行なう 。中挟中野 課 とするために所得割40%を45%に、資 林 達也 山本 武

大橋線延長 140m、駅東線延長 404m、 産制10%を15%に、均等割35%を30%に、

でその事業費の総額は、 7500万円である。

その他区画街路の道路、水路築造費、 50

00万円などである。

.....会自民員の報酬および貸周弁償に関す

る条例の一部を改正する条例

市会議員の報酬を議長6万円を 8万円

品IJ議長5万 5千円を 7万円、議員 57J

l刊を 6万 5千円に改訂した。

V大野市長等の給与に関する条例の一部

を改正する条例

市長の給与18万円を22万円、助役14万

5千円を18万円、収入役13万円を16万円

に、教育長12万円を15万円に改訂した。

V大野市長等の退職手当に関する条例の

一部を改正する条例

助役の退職手当の割合を28%を30%に

以入役18%を20%に改訂した。

V小学校重量設基金の設置、管理Bよび処

、f[等割15%を10%に改訂した。

V大野地区消防組合の設置について

大野市および和泉村の行なう消防組織

法および消防法に定める消防事務を共同

処理するため、昭和48年 7月1日から一

部事務組合を設置し消防のJ.L:J或化を図る

ものである。

V大聖子市土地開発公社の設立について

民間の資金を活用して各種用地を確保

し、当市の開発事業を積極的に推進し 、

市勢の進展と市民悩祉のIIlJ上に答与する

ため設立したものである。

V昭和47年度大野市一般会計補正予算

今回の補正額は 1億0285万 6千円を追

加し、 21億7596万 6千円といたしました。

補正の内訳をみますと、財政調獲積立金

7500ij問、相l光閣改築補助70万円、聖和

国増築補Jl1J80万円、日の出菩|礎館新築補

3月定例会審議日程

12日 本会議(会期の決定、議案上

程施政方針演説)

13日 本会議(議案説明)

16日 本会議(代表質問)

17日 本会議(一般質問)

19日 本会議(一般質問、追加議案

上程、説明、各案件委

員会付託)

20日 委員会(産業経済、建設常任

委員会)

22日 委員会(産業経済、建設常任

委員会)

23日 J委員会(教育民生、総務常任

24日¥ 委員会)

26日 本会議(各委員長報告、質疑

討論、採決
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て是認したのであるが、でき得れば補正

決算審査特別委員会の報告 するのが望まし いあり方であると考える。

また、なかには当然増減の補正を しなけ

れは、ならないものをそのまま流用 し、ま

第 136回臨時市議会において設置された決算審査特別委員会は、 1月22日

より 2月8日までの関にわたって、付託を受けた議案第 1号、昭和46年度大

野市歳入 ・歳出決算認定の14'を審査した結果、意見、 要望を付して認定する

た緊急を要しないものまで予備費を充用

して購入したもの、あるいは減額補正を

行なわず多額の不用額を生じたも のも見

交・けられ、かかる行為は予算計上のあまことに決したので報告する。

昭和46年度は財政再建も第 5年次には

Lパ)、幾多の困難な財政事情にもかかわ

らず経常経費の節減に努め、なお投資的

経質に財源、を振り It'Jけ、市政伸展のため

最善の努力をしたことに対しては、深く

敬意を表する。なお、今後とも適正な課

税客体の把握と他の一般財源、また特別

財源の確保に努められ、収支の調整に一

層の努力を要望した。

さからくるものと恩層、されるので、的確

審査手の過ねで問題となった点は な予算措置に乃全を期されたい。

1 ，除雪に対する予算が多分に計上され 2，契約書の関係でその条項を詳細に検

ているが、豪雪地帯とし てはまれにみる 討する必要があ り、特に学校敷地料につ

降雪の少ない年であったので、予算的に いては今なお不均衡ヵ、見'立・けられ、適当

不用となり各関係官果において物品の購入 な時期に是.iEの必要カ、ある。また関係課

修繕料等に流用がなされている。法的に との連傍も不充分で1つの公文書と して

はii]能であるが決して好ましい姿ではな 軍要な役割を持つ契約書については、法

い。しか しながら降雪については予測し 的な恨拠に基ついて作成されるべきであ

がたいこと で、万やむを得ないこと とし ると考えられる。
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な投資的財源を確{呆していくかにあると

考えている。人件費は昭和47年度を基本

とし極力節約し、物件費は類似団体の指

数の動向を確めその限度内にとどめ、事

業の実施は基本計画に添って計画的に実

施していきたい。産業の振興、工場誘致

等により、賃金所得の増大を図っていき

今後とも充分研究し推進していきたい。

号13 第野大報会議市l 5. 昭和48

市街地の改造計画と駐車場問題を

どのように考えているか

問. 昭和60年までの基本構想、のなかで、

市長は市街地の実情をどのようにみてい

るのか、交通規制措置の解除と駐車場問

題等を考えるとき、このような状況のな

かで、市街地の改造計画についてもっと

積極的な姿勢と具体的な考え方を{司し、た

答.都市計画に定められた街路の整備を

重点に行ない膨張する市街地周辺と旧市

街地を結ぶ連絡道路をまず手がける必要

がある。さらに南部区画、北部区画、駅

東第 2区画等の区画整理を施行し、市街

化区域計画の青写真をつくり推進してい

く考えである。駐車場は現在六問 ・二番

四番通りと石灯箆の周辺部を考えている

が、約 700台の駐車ができる予定である。

しかし現在個人が路上駐車をしている例

が多いので市民の協力を得て長い駐車を

きけ、これらを具体的に調査し対策を考

えていきたい。これと並行して工業団地

の育成についても側面的に援助をし、墓

地公園についても早〈整備して、逐次他

に移転する方向で考えてL、きたい。
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最終的に学校敷地・公園敷地等を取得し

て市有地と指定したものが公共用地であ

り、準じたものも公用地という考え方で

ある。しかし、工場誘致等の敷地につい

ては弾力的に運用し、基本的には理事会

で協議し実施していきたい。②定款によ

る役員は17名で市長外 3役と各関係課長

議長 ・副議長・常任委員長が構成の内容

で九る。監事は市の監査委員があたり、

その他具体的には協議会において決定し

ていきたし、。

市

に
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|上水 道 の水源地は?I 
問.最初に市長は上水道建設計画のなか

で、上水道の水源地は真名川ダムの水を

利用すると 言いながら、今回はボーリン

グで地下水を利用すると言 っているが、

実際どこに水源を求めるつもりなのか伺

いたい。

答. jjljに変っていなL、。真名 川ダム建設

によって調整効果分、いわゆる新しい水

が1.95tできるわけであるが、その水を

そのまま利用することについては、相当

の経費を必要とするので、清滝川に放流

して水量を増加させ、その付近でボーリ

ングをしず取水を行なう方が最善の方法

であると考えている。 間.市民サービスの向上と事務能力の効

率化とし寸見地から、建築係を早急に設

置すべきであると考えるがどうか。

答.現在は都市計画課を中心にしτ行な

っているが、すぐ J 本化して行なうこと

は困難であるので、運用により対策を立

て、今後とも充分研究をして住民のサー

ビスに努めたい。

長期的展望のもとに健全

な財政基盤を図れ

問.現時点における市財政の実態をみる

時、前途に大きな不安をもたざるを得な

い状況のなかで、市長はL、かにして健全

む財政基盤の確立を図られるのか、実行

する政策と今後の財政見通しをどのよう

に考え立てておられるのか伺いたい。

答.ご指摘のとおり当市の財政をみる時

将来的に不安をもっている。今後健全財

政をいかにして確立していくかは真剣に

対策を立て L、〈必要がある。基本計画に

も打ち出しているように、管理的な経費

の抑制jをし節約をしていかにして建設的

|土地 開 発 公 社 の遷用と構成は

問.今日土地問題は、全国的に重要かっ

困難な閥題となっている。国においても

公有地の拡大の推進に関する法律が公布

され、それに基づき大野市土地開発公社

を設置し、地域の秩序ある整備と近代的

な都市づくりを推進するといわれている

が、運用のあり方はついて伺いたい。

①定款の目的のなかに公用地等とあるが

「等」とはし、かなる土地を指すのか、

合わせて「等」の意味するなかに代替地、

工場誘致に伴う敷地、企業団地の土地が

含まれているのか。②理事、監事は市長

が任命するとあるが、その橋成をどのよ

うに考え、また実際の運営はどのような

形でなされる方針か。

答. 公共用地の需要増加に対処し、円滑

に用地の取得を図るため民間資金を活用

し、各種用地を確保して事業を積極的に

6月1日から駐車禁示となる商庖街

推進し、市民福祉の向上に寄与するため、

今回提案したわけである。ご質問①市カ、



l 

されたこれらの問題に対処すべき農協の

合併についてどのように考 えているのか

何いたい。

答.広域営農団地計画に基つ‘き計画した

もので、これについては地元と関係者と

の話 し合いを進めて きたが、この計画は

あくま て‘農政局が最終的に決定するので、

市が単独で施行するわけには行かず、 一

部路線を変更をしたのである。しかし 、

変更によりはずされた部分については今

後の問題として処理する考えである。

なお、農協の合併についても、念日闘に

入tしながらこれらの計画を進めていきた

いと考えている。

5. 

|市民所得を的確に捕えよ|

問.財政再建も解け、市は有史以来の大

型予算;を編成したが、基本構想のなかの

振興計図lは市民所得の伸長率を捕えての

計幽か。

答.基本構想、は昭和60年を目標と してい

るが、昭和55年までの基本計画、また 3

ヶ年ごとに最も重要な地策を策定するも

ので、市民所得の伸長率も考慮に入JL、

ローリングシステムで補正するものであ

る。

昭和48野大報..0.. 
~ 議市

市道認定を毎年度実施の方向で

めているが、これが近代化を図る ために

は、新しい技術の開発、集団化、機械化、

山林原野の活用等の上に立つ ての大規模

農業の経営が必要ていあけ、 そこから生ま

れてくる余剰l労力もあわせて、政治的に

考慮、しなければなら ないと思うが、どう

か。

答.同感、である。基盤整備事業完成は昭

和53年を目途としている。将来農業就業

人uは激減することが考えられるが、大

型農業を積極的に援助するとともに第 1

次産業から第 2次産業、第 3次産業へ移

行していくことも考慮したい。

間.大野市道認定基準がもうけられたが

これは長年の市民の願望にこたえる措置

として心から歓迎するわけであるが、市

長はその説明のなかで今後 2-3年 ごと

に市道の認定をし 、その問は行なわない

かのような発言をされているが、必要と

認められた路線であれは‘毎年度認定され

るのが当然と考えられるが、その見解を

f司いたい。

答.現在市道の総延長は 341kmである。

これら緊急に怒備をしていかなければな

らない道路が多くあるので、認定しであ

る道路が主主備されない状況のなかで、毎

年度認定を行ってもはたしてでき るかど

うか問題もあるので、整備が進む段階で

認定していきたい。

問.市は、いま盛んに基盤整備事業を進

カぜ

L、
け

な

だ

は

喋

で

事

典

備

振

整

の

盤

業

基
食

|久野染工誘致取りやめ|

問.地元に土地交渉を行ない、 また企業

側に期待をさせながら、誘致一歩手前で

公害対策審議会から ストップがかかり誘

致を取りやめた。当然公害対策審議会の

答申に基づき行な うべきで、事前になぜ

公害対策審議会にかけなかったのか。市

長は、今後の市政執行のなかで工場誘致

の基本的な構想、はどこにあるのか具体的

な姿勢を作jいたい。

答.最終的に公害対策審議会からの答申

を尊重して、不安の残るものは誘致を行

なわなL、。わたしは、市民の考え方に従

って行〈のが市長の政治姿勢であり 、や

はり大野市は自然が売りものゃあるので

不安の残る公害の予想、きれる工場は、あ

くまで拒否すべきが大野の進むべき方向

であると考え る。今後誘致に際し ては、

企業側の計画を慎重に調査し、協力を得

て努力してゆきたい。

(4) 号13 第

り計画は里づ〈文化の

電
三
月
十
七
日

・
十

九
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
一
般
質
問
が
行

な
わ
れ
、
九
名
の
方

々
が
理
事
者
に
質
問

を
い
た
し
ま
し
た。

こ
の
方
々
の
ほ
か

に
も
多
数
の
方
が
関

連
質
問
を
行
な
い

ま

し
た
。

今
回
は
、
大
野
地

区
消
防
組
合
の
設
置
、

商
工
観
光
予
算
な
ど

が
お
も
な
質
問
で
あ

り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の

答
弁
に
は
、
市
長
の

ほ
か
関
係
課
長
が
あ

た
り
ま
し
た
。

ではないと言明されているが、この指定

の精神li当市と和泉村の消防の広域化と

いう意味合いが充分に含まれている と考

える。直接拘束されなくとも 、当然実施

の義務つ、けがな されたと解釈するが、そ

の経過と考え方を伺いたい。

答. ご指摘のような状況のまま国 ・県の

広域営農団地計画等山積された

問題に対処すべき農協合併は

問.当初市長は重要文化財の橋本家を元

隔離病舎跡に移転し、市内にある文化財

等の施設をー箇所に集めて、 その場所を

文化の里にするといったが、こんどは宝

慶寺の境内に移築するといっている。わ

たしは橋本家の移転について是非をいっ

ているのではないが、計画を した以上強

力に実施して行く信念なるものがないよ

うに思うか、この点どのように考えてい

るのか伺いたい。

答. 当初ご指摘のように橋本家を移転す

る考えでいたが、その当時宝慶寺は過疎

地帯となり、そこで維持管坪ーをすること

は不可能であると考え、こ、指摘の計i!li]を

申したが、その後アマゴの養殖等産業の .w 
面で、また宝慶寺の観光の面でも充実を ¥46 

し てきて管理できる態勢かでてきたので、可...~・v

地元の要求により残しでもよいと考え、 V 

方針を変えたわけである。しか しながら

ご指摘の場所については、文化の里の団

地ということで開発を進めて行きたいと

考えている。

大野地区消防組合設置

名前のみの組合か、体制は

問.理事者は、議会、消防団に対して意

見を求め、結果は否定的な判断がなされ

た。しかし昨年 4月に和泉村が政令指定

を受けたが、何ら法的に拘束されるもの

問.広域営農団地農道の路線均、たびたび

変更されるが、 そのため住民は非常な不

安と動揺をきたしている。この事業を実

地するに際しては、当面する農業諸施策

を考慮、しての計画と，思うが、さらに山積
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方で話が進み、昭和47年 4月15日に自治 おそまつで、 これで乃は基本構想、てやいう 魅 をかけるという 方向で前進していきたい

省が和泉村を指定した。しかし 、この指 カある将来の観光都市と いえるか。 と考えているの

定については何ら通知がな く、2ヵ月経 抜本的発想のも とに大幅に改正するか、

過し て組合設置の要請M った。一部事 補正において組みかえる考えはないか。 I宝慶寺の観光開発を

務組合を設置すると すれば、両市村の議 また諸団体の育成費についても、 橋額す

会の議決を確認してから事前に話がある

べきものと考えられるが、現在の社会情

勢のなかで、消防の広域化と いう志;味合

いから ご提案し たわけである。

問。 政令指定について当市としては何ら

了解を与えたこ とがないといわれるが、

このことが事実と すれば、地方自治体の

権限を侵害された と考えるが、 どうか。

答. 自治省の告示カ、違法であるかどう か

は当市と は何ら関係なく、自治省の告示

は和泉村だけを指定をしただけである。

強制的にやれとい うことになれば、地方

自治の侵害となるが、県の方も強制lでき

ないし、現在はしていない。

問.議決になった場合、和泉村の危険物

その他予防査察活動が、現人員ではでき

ないと考えらlLるカ、、 どうカ益。

答.今の段階では本部の職員と して連絡

長を 1人置きたし、。 予防査察は消防本音fl

の責任において行なうことになる。新し

し、組合設置の上で今後の問題を決定して

し、くことになる。

間.耐用年数を越えた自動車の更新にっ

し、てどのよ うに考えているか。

答.新しく替えていきたいと考え ている

が、財源の配分等もあるのでi亙次更新 し

ていきたL、。

問. 団員確保がl生l難な状況のなかで、団

員に対する報酬を増額する考えはないか。

答.和泉村が県下で一番高〈、組合設置

を前提とし て和泉村の報酬に合わせた。

監査委員

奥村・広川氏を選任に同意

議長から選f:f:の監査委員、 山岸充氏

が 3月10日で退職されたので、その

後任と して奥村忠光氏を、知識経験

者から選任の監査委員、帰本達也氏

が3月23日で‘任期満了となったので、

その後任と して、/1:川静氏を、それ

ぞれ選任したいと提案されたので、

これを同志した。

商工観光予算おぞまつ

問.昭和48年度の商工予算をみると 、そ

の構成比率はまことに少なしこれは商

工業の軽視ではないか、また観光予算 も

る考えはないか。

答.商工予算については、 とのような も

のを中心として予算を組むか非常に苦慮

すると ころで¥今回は中小企業対策と し

て融資のワクを 1f意3500万円に櫓鎖し た。

l萄府街の環境整備についても、 街路燈の

設置、融雪工事について助成を行なって

いる。その他i街居i:hに白:接関係のない事

業を進める ことに ようて も、 人が集ま り

[街!古i!iの振興につなカ、るものと思 う。

また、企業の団地化ということについて

も、商工会議所 ・織物組合と も逐次相談

をしその気遂を尚めてゆき たいと考えて

L必 。観光については、遊歩道の整備、

便所の設置る ど、追加に より実地してい

きたい。

荒島 大幹線林道の計画は

どのように考えているか

間.勝山市では、本年度より 犬幹線林道

を着工する ことになっているが、当市と

しても荒砧の開発計画をつ くり 、 補助)*~

の高い大幹線林道事業を計凶Iし、資源お

よび観光開発を積極的に進める考えはな

し、か伺いたい。

答.茶本計画の中ですでに提案をしてい

る。和泉村が下山のんから荒}誌にlilJかい

すでに開設しつつある。市とし ては、今

のところモッカ 、 1~1翁D-を通じて下山に

結びっ くような林道の計画を進めている

今後大幹線林道をいつ泊ょするかどうか

は未定である。

|学校調理員の待遇改善を図れ|

問.学校給食に従事する職員の定数化と

その準用については、前回の議会におい

て非をただしたとニろであるが、今年度

は委託制度を廃止し臨時職として措置を

された点tについては、敬意を表するもの

であるが正職員としての雇用を図る考え

はないか伺いたい。

答.現在わたしど もの働くものの万lilJと

して、充分考えて行〈 必要があると思 う

ので、計画的に正職員とし て繰り入れて

いきたν、。 ，-かしながら、定員の制限と

いうものがあるので-挙にすることは至

郡であり 、本年度は給料の増額、共済金

宝慶寺

問s市長は、まちづく りの柱 としず、 文

化都l↑iの建設と 自然を生か した観光の開

発を大き く取 り上げているが、 これらの

要件を備えた玄慶寺の開発と 、県道松ヶ

谷、宝鹿寺線の改良等について早急に行

な 7ょう要望する。

答.道路の整備については、 積寒道路の

指定を受けるよう 県にはたらきかけ幅員

7.0mの改良、 舗装を推進Lていきたい。

今年度は僑本家の移築費1770万円をかけ、

昨年は住民の努力により 宝物殿も完成し、

IfIとしても基本構想、に基づき国民宿舎の

建設を考えている。宝慶寺全体の開発に

ついては全体的構想、のもとに努力 してい

きた L、。

下庄小学校にプール

児 童 に 夏 の 遊 び 場を

間.市長は土地を売らなければ建設し な

いかのよ うにいわれているが、 f昔地をし

てでも建設する考えカ、あるのかど うか伺

し、たL、。

答. 教育施設等の造成については、借地

買収どちら でもよ いと考えている。しか

し原則的には市の財政の許す限り におい

て買収の方|白]で努力すべきである と考え

る。借地をして も建設いた したい。

特別職等の報酬引き上げの

基準をどニに置いたか

問.住民に対して充分理解されない状況

のなかで、一方的な引き上げは問題であ

ると考えられるが、どのような基準で行

なったのか。その内容について伺いたいロ

答.財政再建期間中は、 自治者ーの指導に

より決定してき た。この決定に よる基準

はがj年度の類似都市との格差が生じた場
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合に行なってき た。今回の引き上げにつ

いてもニれを基準にし、また一般職と収

入役の給料の格差、県下七市との均衡等

も考慮して改正をした。市民中心の報酬

ということも合せて政治姿勢とい う立場

からも、お手盛りの批判を受けない決定

であると思 う。

|教職員の宿直を全廃せよ|

問.現在各地で問題になっている教職員

の宿直廃止について、市はどのように考

えているか伺いたい。

答.職務に専念させる意味からも宿直廃

止の方向で努力していきたい。

問.全面廃止の方向で努力すると いうが

その費用等を考える 主あま りかからない

と思われる。また、県下の状況をみて も

遠からず無人化になると考え られるが、

この際思いき って廃止する考えはないか。

答.ご指摘のように金額的にはわずかで

あるが、代行員を雇うということになる

と現在の金額では確保することが困難で

あるので、他 との関連も合わせ廃止の方

向で進みたい。

元宮車馬渇跡 地 を 住 民 に

測 放 す る 考えはないか

間.元競馬場の跡地を具体的な計画がで

きるまでの問、一定の区画に整備して、

福祉、子供の自然に親しむ教育等の函を

考えて、一般に開放してはど うか。

答. 1万6千坪の競馬場敷地を全面的に

買収すべく 努力を しているが、現在 7割

程度買収カ、終っている。将来どのように

利用するかは議会の皆さんとも充分打ち

合せをしていきたい。その方針が決まる

までの問ご提案のように活用できるよう

検討いたしたい。

競馬場敷地

総合体育施設を早急に聾備せよ

間.現在の社会情勢のなかで市民に安ら

ぎの場を与え、豊かな情繰と心のゆと り

と全体の意議を高めるため、 スポーツを

する場所、施設等物質的な協力援助が必

要であると考えるが、総合体育施設を早

急に建設する考えはないか、さらに体育

諸団体に対する助成についても増額する

考えはないか伺いたい。

答.今副策定し ている長期構想、ならびに

基本計画lに基づき、逐次総合体育施設の

整備に努力 していきたい。真名川の河川敷、

開成中学校等も早急に整備していきた」、。

なお体育諸団体の助成については満足す

べき状態ではないが、今後と も活動で き

うるよ うな補助の体制に検討していき た

。、
し

合同斤舎移阪に伴う住民の足の

確 保 を ど う 考 え て い る か

間.土木事務所等県の出先機関が友iT一方

面に移転をしたため、住民は非常な不便

を感じている。交通のf更がない現:(-Eの状

態に対して市はどのように考えているの

か。あわせて市営ノ〈スを運行する気がな

L、のか。

答.大野交通に対して申し入れを してい

る。さ らに[~鉄ノ、スのダイ ヤの再編成に

関連して遂行の要請 もしている。今後と

も交通のi更を確保する よう関係機関へは

たらきかけていきたい。市営パスに-tJ)替

える点については、全国的にみられるケ

ースであるが、現荘までの経過から して、

運行することは非常にむずかし く運行す

る考えはない。

国民健康保険税 25%アップ

赤字の出た場合の処置は

問. l司氏健康保険税について、今年度は

前年度に比して25%アップする予算計上

措置がなされており、それでもなお一般

会計から 9，462f円の繰り出し を行なっ

ている。もし48年度において赤字が出た

場合、 一般会計から繰り 入れて行なうの

か。それとも翌年度に赤字として措置さ

れるのか伺いたい。

答.昭和48年度は月当り平均伸び率を47

年度に比して32%の増を見込んでいるの

子、これで一応まかなえられると思う。

しかし、 48年 1月1日から適用になっ た

老人医療の入院費に伴う個人負担の半額

分が今後とやれだけでてくるか、という こ

とが問題となるが、現在国の方でこれに

対処すべき措置として、老人医療調整交

付金が補助金と して交付される可能性が

あるといわれているので、赤字は出ない

と考 えている。

| 公共用地の取得価格を統一せよ | 
問.公共用地の取得価格が、各課におい

て統ーされておらないが、いかなる 方法

て1凶格を決定きれているのかο 地域的に

ある程度の格差はあるにせよ、不均衡な

状態とな っている。 この点どのよう に銅

繋されているのか1~J'、たL、。また、土地

開発公社の土地購入についても 、いかな

る方法で決定されてい くのか。

答. ご指摘のよ うに必ず しも統ーしてお

らなL、。市道の改良等については、公共

性という立場から地元のご協力をいただ

いている。しかし、その側格がその土地

の売買実例に合うかど うか、という 点に

ついては問題がある と思うので、今後の

問題として現実に合うように努力 してい

きたし、。また、土地開発公uの問題につ

いては、非常に民間の売買価格に影響す

るのが大きいと思うので、不動産鑑定士

付近の売買実例を考慮して妥当な値段を

決め、運営については慎重を期していき

Tこ、、。

保留地処分全の未制分

はどうなっているか

問.土地区画整理事業の保留地処分のう

ち、某氏と当市との聞で売買契約の締結

された分が、その後双方共契約事項を履

行することなく経過し、一部を納入した

状態のま ま放置しであるが、この禾収金

はいつの時点において処置されるのか、

またなぜ今までなげておいたのか、その

理由をイ跡、たい。

答.当初契約の際物件移転に伴う事情等

があって昭和44年 4月までに納入すれば

よいとい うことで話し合いをしたのであ

る。その後市としても再三督促をしたの

であるが、いま なお未納の分が残ってい

る。他の納めている}i々 に対 して不信感

を与える ことになるので、市と しても断

固たる態度で処置をしていきたし、なお

調定額の件については、さ っそく更正の

手続きをいたしたい。
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副議長に山岸充氏議長に米村喜六氏3月臨時市議会|

第 137回大野市議会臨時会は 3月2日に開催され、会期を l日i浪リと定め、

前会におし、て総務委員会に付託になり 継続審盆と なっていた 「大野市基本構想

を定めるこ とについて」は、委員長報告を了とし て修正可決、また議案第 5号

財政再生主計百ijのさ左足については原案どおリ可決されました。このあと別Jむのと

お 1)止品1)議長の改選と、千千常{干委員会 ・特別委員会委員わ選任が行なわれまし

た。なお財政対策特別委員会および公害対策特別委員会は、 その審議が終了し

たので今議会をもって解消しました 3 続いて議員提出による「国鉄ノミス大野~

1'1鳥問Jニおける現行ノ、スタイヤの継続逆行に関する決議」を満場一致で可決し、

関係機関に強 〈要望いたしまし た。

山岸副議長米材機長

大野市基本構想は、第 l目的、第 2期

間、第 3将来像、第 4施策の大綱の 4つ

を柱と して百十両されておリ ます。目的で

は総合的かつ計画的な行政逆営をうたい

期間は昭和60年を目標年次とし、将来

では、 1.u:みよい明るい文化Illj，!Jの建

設槍 2、働きやすい豊かな産業都市の建

設、 3、魅カある新しい中核都市の建設

を大きく掲げ、施策の大綱では、事業項

目を具体的にあげています。

将来は人口46，000人、世，;打数12，400を

努力目標とし、イ¥，J:m的な土地干1)用計l由iと

相ま って 、当，1iの基幹産。業である農業お

よび繊維産業のlilJ上、商業の体質改善、

内陸部都1賀県企業の誘致、レジ ャー産業

を集積し てilJ民所得の向上を図るとと も

に、教育・文化・悩祉l庖訟の充実など、

総事業費 15li意 6，800万円て¥夢の大野

市を建設しようとする ものでありま す。
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産業の発展と

福祉都市の建設グ

大野市基本構想可決

国鉄パス大野~白鳥聞における現行パス

ダイヤの継続運行に関する決議
国鉄パス犬野~白鳥問におけるパス遂行については、越美北線勝原~九頭竜i胡聞

の列車開通と過疎化現象による乗客の減少を理由に、現行パスダイヤの削減および

廃止が国鉄当局より提示きれる状況であります。

本沿線は、観光開発を中心にすべての産業文化の交通が飛躍的に発展いたし、年

間30万人を越す観光客が、奥越の自然美を求めて本路線を訪れている中で、国鉄に

おかれても奥越を観光周遊コースとして指定され、沿線住民はもとより地元大野市

および隣接における和泉村において観光産業推進に意欲的にその整備にカをそそい

でいる汰第であります。

こうした奥越地方の発展途上にある本路線を削減または廃止の方向は、パス利用者

の利便を無伐されるものと思考されます。

よって、国鉄当局には公共性の見地から地域経済発展に不可欠のものとして地域

の娠興と過疎化現象のセーブに特段のご配層、を願い、現行パスダイヤにより継続遂

行されるよう決議する。

固定資産評価審査委員会委員

野中氏を選任に同意

大野市固定資産評価審査委員会委員

のうち、正津一夫氏が 3月31日で任

期満了 となっ たので、その後任とし

て、野中i台郎兵衛氏を選任したいと

提案されたので、これを同意した。

昭和48年 3月2日

福井県大野市議会

はるかに低い現J情である。社会構造の変

化に伴い、消防業務も俊雑多岐にわたっ

アおり、署員の不足を痛切に感ぜられる

ので、 少く とも充足率カ、七市の平均に達

するよう要望し た。

②庁舎の補修工事であるが、損壊は意外

を説じよ

付託された議案21件、請願 l件はそれ

ぞれ可決 ・採択した。

審議過程での問題点については、

①消防職員数については、 組織基準定員

に対して、当市は七市の平均充足率より策止防険危るな全万は事

品

冨

工

員

復
委
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-
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総

斤

• 委員会の活動



第 13 号 (8)

に大きく、当市の自然環境を考慮に入れ

なかった庁舎の設計・工法に不手ぎわカ、

指摘されるわけである。しか し、市民の

生命を守る上からも修復すべさ であるが、

経費を極力節減して充分なる危険防止策

を講じ、最も効果的な補修工事を施工す

るよう要望した。

・建設委員会

新庄・束中織の早期着工を

付託された議案8件、 請願6件、陳情

6件にづいては、陳情 2件を継続審査と

不採択と したほかは、可決、採択し た。

請願第 l号、請願第 5号、私道の市道

移管については、委員全員が現地調査を

行ない審議し た結果、大野市道路線の認

定基準にも合致しているので採択とした

陳情第 4号、 新庄 ・束中線の早期着工

については、上部行政官庁ならびに他事

業との関係もある ことから継続審査とし

た。陳情第 7号、いとよ保育園からの駅

東第 2土地区画整備事業の中で換地およ

び減歩率等について配慮願L、たいとのこ

とについては、直接市が管理する立場てが

ないことか ら本陳情の主旨を関係組合に

通告し、 善処を求めることと して不採択

とした。

・教育民生委員会

|請願・陳情|

12月定例会で継続審査となった請願 1

件、3月定例市議会で新しく提出された

請願・陳情21件は、各委員会で審査され

委員長から本会議に報告して、次のよう

に決定し ました。

採択したもの

・駅東第 2土地区画整理事業費への助成

について

駅東第 2土地区画整理組合 斉藤二郎

.私道の市道移管について

j青滝区長 飯山巧外45名

.市道の改修について

橋爪区長 岸本孝治外8名

-物産展参加に対しての助成について

大野寿司商組合理事長 玉木広

.教員による宿直全廃について

大野市教職員組合執行委員長

藤下昌三

-私選の市道移管について

泉町 3区区長伊藤繁外15名

市 議会報大野

学校給食の臨時蔵員の

待遇改善を要望

付託された案件は議案 7件、請願 4件

・陳情 l件で請願 l件・ 陳情 1約二を継続

審査と したほかは可決 ・採択した。

審議過程での問題点については

①市において管理している公衆便所につ

し、ては、 各員果ご とに千オなっているが、 E東

境衛生の立場からも窓口を一本化し、管

理を民間に委託するなどし て、今後の管

理について善処されるよう 要請し た。

②学校給食に従事している臨時職員の待

遇改善等については、今ま でよ り前進し

た措置がと られているが、この問題はあ

くまで主体は学校の児童 ・生徒であると

いう基本を念頭に入れて当事者間で数多

くの話し合いの場を もたれ、待遇改善等

との問題に最大の努力をされるよ う要請

した。

請願第10号、小山幼稚園舎の建設につ

いては、実情の把握と保育所建設とのか

ねあいも考え合わせて調査 ・検討を した

いので継続審査と した。

陳情第 6号、福井県スモンの会への助

成については、 スモンの会の組織 ・遥営

等について調査 ・研究を要するので継続

審査とした。

昭和48 5. 1 

-震業経済委員会

商工業に対する反省と認識を

新たにし誠意ある予算を

付託された案件で、議案 3イ午、請願 2

itはそれぞれ可決 ・採択いた しました。

審議過程の中で商工観光関係予算であ

るが、総予算に 占める商工観光費の予算

の割合が小さいが、これは商工観光軽視

か。商工業者自らが発展の意欲に欠け、

市政に対する無関心によるものか。また

商工業指導関係者の社会情勢に不適合な

指導によるものか。

これら商工業に対する反省と認識をあ

らたにして、商工業の発展を期し、予算

上においても誠意ある表現をされるよう

要望した。

陳情第 8号、西宮田水道組合からの養

鶏団地設置反対については、第 2次構造

改善事業の ー部であり、 その将来を考[春、

して、 なお調査検討の必要があり継続審

査とした。請願第 7号、越前田野駅の自

転車小屋設置については、この内容が助

成的なものを要望するものでな く、市に

おいて設置してほし いとの主旨なので、

市において設置するこ とは、公共性ま た

他 との関連か ら適当でないとの観点から

不採択とした。

-社会福祉協議会活動強化のための予算 継続審査となったもの

増額について

大野市社会福祉協議会 桑野和夫外 9名

.定時制教育振興会の助成金の増額につ

いて

振興会副会長 +i回善徳外 1名

• 4歳児の全員入園について

高団地区区長会長 下沢次松外28名

.土地改良国E訓位協会への助成と事務局の

設置について

大門土地改良区理事長 西川文人外 6名

.市道の舗装について

上丁区長 松田秀雄外 3名

-道路の改修、舗装と河川の改修につい

て

上丁区長松田秀雄外 6名

.市道の舗装について

春日二T目 近藤又右衛門外23名

.市道の舗装と側溝について

春日二丁目区長 石田健蔵外18名

.市道の舗装と側溝の改修について

春 日二丁目 近藤又右ェ門外15名

.市道の舗装について

糸魚町区長西行三松外 3名

-小山幼稚園舎建設について

小山幼稚園PTA会長

山田よ し子外61名

.新庄・束中線の早期着工について

開成中学校PTA会長

小原藤雄外21名

.福井県スモンの会への助成について

福井県スモンの会会長 田中茂外49名

.警鶏団地設置反対について

西宮回水道組合長 南正雄外 5名

不採択となったもの

-越前園野駅の自転車小屋設置について

田野区長岸本正外3区長

-駅東第2土地区画聾理事嫌について

いとよ保育関理事長 山崎善一郎


